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会員の購読料は会費に
含んでおります。

（道志村商工会）

　道志村商工会では、村の名物料理づくりに力を入れてい

る。道志村には村民の誰もが認知している名物料理がない。

そこで、平成２４年度より、商工会女性部が中心となって、

村で昔から食べられていた料理などを村内イベントで提供

し、道志村の名物料理の開発・定着に努めている。現在、村

で古くから食べられてきた「やしゃー飯」と「だんご汁」を提

供しており、名物料理づくりに励んでいる。　（Ｐ１０に続く）

機関紙「商工会やまなし」は、地域で希望を胸に
行動する皆様を応援していきます

道志村の「名物料理づくり」活動
  2ｐ	�商工会新年互礼会開催
  3ｐ	�一歩夢向うへ
  4ｐ	�ネットｄｅ記帳自計処理事例／
		 ＳＨＩＦＴバージョンアップ

  5ｐ	�山梨県からのお知らせ／
		 法務局からのお知らせ

  6ｐ	�消費税特集
  7ｐ	�小規模企業景況調査／
		 経営なんでも相談室

  8ｐ	�商工会なう／
		 しあわせ調査員のクチコミ情報

やしゃー飯 だんご汁
地 域 を 元 気 に 　 商 工 会
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平
成
二
十
七
年
一
月
八
日
、
商
工
会
新

年
互
礼
会
を
ア
ピ
オ
甲
府
に
て
開
催
し
、

横
内
知
事
、
安
藤
関
東
経
済
産
業
局
長
、

衆
参
国
会
議
員
を
は
じ
め
と
す
る
来
賓
の

方
々
、
商
工
会
の
役
職
員
及
び
関
係
団
体

代
表
者
約
二
百
名
が
一
堂
に
会
し
た
。

　

県
連
小
林
会
長
は
、
あ
い
さ
つ
の
中
で
、

「
地
方
の
小
規
模
企
業
に
と
っ
て
は
、
景
気

回
復
の
実
感
を
得
て
い
る
と
は
言
え
な
い

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
そ
の
様
な

中
、
昨
年
六
月
に
、
小
規
模
企
業
振
興
基

本
法
（
以
下
、
基
本
法
）
が
成
立
さ
れ
た
。

本
年
は
、
地
域
で
懸
命
に
努
力
を
続
け
る

小
規
模
企
業
の
苦
労
が
報
わ
れ
る
よ
う
、

県
を
は
じ
め
市
町
村
に
対
し
、
基
本
法
の

趣
旨
に
沿
っ
た
小
規
模
企
業
振
興
の
た

め
の
条
例
の
制
定
を
働
き
掛
け
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
会
員
企
業
へ
の
伴
走
型
の
支
援

を
強
化
し
、
頼
ら
れ
期
待
さ
れ
る
商
工
会

と
し
て
、
成
長
の
ス
パ
イ
ラ
ル
へ
の
転
換

を
実
現
し
、
小
規
模
企
業
が
主
役
と
な
る

時
代
の
基
盤
づ
く
り
に
努
め
た
い
。」
と
力

強
く
新
年
の
決
意
を
表
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
、
参
議
院
議
員
で
全
国
商

工
会
連
合
会
小
規
模
企
業
支
援
強
化
本
部

長
で
あ
る
宮
本
周
司
氏
を
講
師
と
し
て
招

き
、「
小
規
模
企
業
が
明
日
の
地
域
を
創

る
」
と
題
し
た
講
演
会
を
開
催
し
た
。

　

宮
本
氏
は
、
講
演
の
中
で
基
本
法
の
概

要
や
昨
年
実
施
さ
れ
、
今
年
も
引
き
続
き

実
施
さ
れ
る
小
規
模
企
業
の
持
続
的
な
経

営
を
支
援
す
る
補
助
金
「
小
規
模
事
業
者

持
続
化
補
助
金
事
業
」
の
積
極
的
な
活
用

を
促
し
た
。

　

ま
た
、
自
身
が
実
家
の
酒
造
店
の
五
代

目
で
あ
り
、
小
規
模
企
業
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
自
身
の
豊
富
な
経
験
に
基
づ
き
、「
小

規
模
企
業
に
必
要
な
の
は
、
自
社
の
強
み

を
最
大
限
に
発
揮
す
る
た
め
の
持
続
的
努

力
と
、
弱
み
を
最
小
限
に
抑
え
る
努
力
で

あ
る
。」
と
説
明
し
、「
大
事
な
こ
と
は
、

価
値
を
押
し
付
け
な
い
こ
と
、
売
り
手
の

都
合
で
な
く
、
買
い
手
に
と
っ
て
の
価
値

を
把
握
す
る
こ
と
で
あ
る
。」
と
語
っ
た
。

県連小林会長あいさつ

新春講演会の様子 参議院議員 宮本周司氏

小
規
模
企
業
が
主
役
と
な
る
年
に

商
工
会
新
年
互
礼
会
・
新
春
講
演
会
を
開
催

商
工
会
新
年
互
礼
会

新
春
講
演
会

豊富な
人材情報

全国ネットで
サービスを提供

きめ細かな
サービス

人材の紹介、従業員の方々の
新しい職場を紹介・あっせんします

27年の実績と信頼
インターネットで最新の人材情報をどうぞ http://www.sangyokoyo.or.jp/

甲府市丸の内2-14-13 ダイタビル2F

豊富な
人材情報

全国ネットで
サービスを提供

きめ細かな
サービス

経営者の皆様
従業員の方々の再就職のため、

委託訓練・講習会にて

円滑な労働移動を支援します

　本支援は、「日本再興戦略」の出向・移籍あっせん機
能強化策として、今年度より実施しております。尚、支援
については、当センターに登録された方、限定です。
詳細は、お問い合わせください。
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閑
散
期
の
売
上
対
策
商
品
と
し
て
、
販
路

拡
大
や
宣
伝
広
告
も
積
極
的
に
行
い
な
が

ら
売
上
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
語
る

小
林
オ
ー
ナ
ー
で
し
た
。

　

こ
の
様
に
、
持
続
化
補
助
金
を
は
じ
め
、

他
の
補
助
事
業
は
、
活
用
し
だ
い
で
非
常

に
有
効
に
働
く
手
段
で
す
。
一
方
、
補
助
金

の
獲
得
に
は
綿
密
な
経
営
計
画
な
ど
が
必

要
で
あ
る
た
め
、
持
続
化
補
助
金
等
の
補

助
事
業
に
関
心

の
あ
る
方
は
、

商
工
会
に
ご
相

談
下
さ
い
。

　

富
士
河
口
湖
町
精
進
の
「
レ
ス
ト
ラ
ン

こ
と
ぶ
き
」（
小
林
文
一
オ
ー
ナ
ー
）
は
、

天
然
の
鹿
肉
を
使
っ
た
レ
ト
ル
ト
カ
レ
ー

「
鹿
キ
ー
マ
カ
レ
ー
」
を
一
年
前
に
商
品
化

し
て
、
観
光
客
向
け
の
お
土
産
品
と
し
て

県
内
の
道
の
駅
な
ど
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

当
レ
ス
ト
ラ
ン
は
ツ
ア
ー
客
向
け
に
昼

食
を
提
供
し
て
い
ま
す
が
、
繁
忙
期
は
手

作
業
に
よ
る
鹿
肉
の
加
工
が
で
き
ず
、
生
産

数
に
限
界
が
あ
り
ま
し
た
。そ
こ
で
小
規
模

事
業
者
を
支
援
す
る
国
の
制
度
で
あ
る「
小

規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
」
を
活
用
し
、

鹿
肉
専
用
の
ミ
ン
チ
機
・
真
空
包
装
機
を

購
入
し
た
と
こ
ろ
、加
工
効
率
を
大
幅
に
改

善
す
る
こ
と
が
で
き
た
そ
う
で
す
。

　

河
口
湖
商
工
会
管
内
は
野
生
動
物
が

増
え
た
こ
と
に
よ
る
農
作
物
へ
の
被
害
も

年
々
増
え
て
お
り
、
鳥
獣
駆
除
対
策
で
捕

獲
し
た
鹿
の
肉
を
特
産
品
に
す
る
取
り
組

み
が
始
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
天
然
の
鹿
肉

は
フ
ラ
ン
ス
料
理
で
は
高
級
食
材
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
国
内
で
は
一
般
的
で
な
く

大
変
珍
し
い
た
め
、
観
光
客
等
に
と
っ
て

は
大
変
興
味
深
い
食
材
で
す
。

　

商
品
化
に
つ
い
て
は
、
加
工
レ
シ
ピ
以

外
に
も
多
く
の
課
題
が
あ
り
、
商
品
パ
ッ

ケ
ー
ジ
の
デ
ザ
イ
ン
等
に
つ
い
て
は
河
口

湖
商
工
会
の
支
援
に
よ
る
専
門
家
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
、
今
回
の
補
助
金
に
つ
い

て
も
制
度
の
詳
細
や
申
請
す
る
た
め
の
手

順
等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
る
と
共
に
、

商
工
会
主
催
の
申
請
書
の
書
き
方
な
ど
の

講
習
会
に
参
加
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

な
が
ら
計
画
書
等
を
作
成
し
、
補
助
金
を

受
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
「
鹿
キ
ー
マ
カ
レ
ー
」
の
売
り
上

げ
は
、
発
展
途
上
中
と
の
こ
と
で
す
が
、

持
続
化
補
助
金
活
用
事
例

鹿
キ
ー
マ
カ
レ
ー（
レ
ト
ル
ト
）の
販
売
促
進
活
動

レ
ス
ト
ラ
ン
こ
と
ぶ
き 

小
林
　
文
一
さ
ん

（
河
口
湖
商
工
会
）

小規模事業者持続化補助金とは？

卸、小売、サービス業などの従業員５人以下、製造

業等では２０人以下の小規模事業者が、経営計画に

基づき商工会などの支援を受けながら行う販路開

拓や集客力を高めるための店舗改装、商品開発等

の取り組みを対象として補助する。補助率は、補助

対象経費の３分の２以内で、上限は５０万円。ただ

し、雇用を増加させる取り組みなどを行っている

事業者に対しては、上限が１００万円となっている。

持
続
化
補
助
金
活
用
に
つ
い
て
語
る
小
林
オ
ー
ナ
ー

天
然
の
鹿
肉
を
使
っ
た「
鹿
キ
ー
マ
カ
レ
ー
」
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◆�

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
（
無
料
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
作
成
ツ
ー
ル
）
と
は
！

　
　

会
員
の
方
は
無
料
で
自
社
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
も
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
自
社
を
紹
介

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　

パ
ソ
コ
ン
の
こ
と
は
あ
ま
り
わ
か
ら

な
い
と
い
う
方
で
も
、
簡
単
に
情
報
を

掲
載
し
た
り
、
発
信
し
た
り
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。
専
門
知
識
は
い
り

ま
せ
ん
。

　
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
、
取
り

扱
っ
て
い
る
商
品
を
全
国
に
販
売
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
お
客
様
の
情
報
は

暗
号
化
さ
れ
て

処
理
さ
れ
る
の

で
、
安
心
し
て

お
使
い
い
た
だ

け
ま
す
。

◆�

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
は
日
々
進
化
し
て

い
ま
す

①
デ
ザ
イ
ン
テ
ン
プ
レ
ー
ト
の
追
加

②
プ
レ
ビ
ュ
ー
画
面
を
見
な
が
ら
更
新

③
添
付
フ
ァ
イ
ル
の
可
能
容
量
増
加

④
商
品
画
像
数
増
加

⑤
オ
ン
ラ
イ
ン
販
売
機
能
の
充
実　

な
ど

※�

詳
細
は
最
寄
り
の
商
工
会
へ
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

私
は
、
も
と
も
と
別
の
会
計
ソ
フ
ト
で

入
力
し
た
出
納
帳
を
も
と
に
記
帳
代
行
を

お
願
い
し
て
い
ま
し
た
が
、
使
用
し
て
い

た
会
計
ソ
フ
ト
が
少
し
難
し
か
っ
た
こ
と

や
、職
員
さ
ん
の
お
す
す
め
も
あ
り
、ネ
ッ

ト
de
記
帳
で
自
計
を
始
め
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　

ネ
ッ
ト
de
記
帳
を
始
め
て
一
年
く
ら
い

で
す
が
、
画
面
が
見
や
す
く
、
操
作
が
簡
単

な
の
で
以
前
よ
り
事
務
負
担
が
減
り
ま
し

た
。
ま
た
、
商
工
会
か
ら
も
同
じ
デ
ー
タ
を

み
て
確
認
し
て
も
ら
え
る
の
で
、
わ
か
ら

な
い
こ
と
は
す
ぐ
に
メ
ー
ル
で
聞
け
ま
す

し
、
職
員
さ
ん
が
デ
ー
タ
を
手
直
し
し
て

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
返
信
し
て
く
れ
た
り
と
、

サ
ポ
ー
ト
が
手
厚
く
助
か
っ
て
い
ま
す
。

　

導
入
時
に
科
目
の
つ
く
り
方
や
操
作
方

法
を
教
え
て
も
ら
っ
て
か
ら
は
、
必
要
が

あ
れ
ば
自
分
で
科
目
を
追
加
し
、
だ
い
た

い
月
に
一
度
、
通
帳
に
沿
っ
て
一
気
に
入

力
し
て
い
ま
す
。
毎
月
発
生
す
る
仕
訳
は

ほ
ぼ
同
じ
な
の
で
、
慣
れ
て
く
る
と
ひ
と

月
分
の
入
力
は
一
日
も
か
か
ら
ず
に
終
わ

り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
各
経
費
の
内
容
を
把
握
し

つ
つ
、
商
工
会
に
経
営
改
善
の
相
談
な
ど

も
し
な
が
ら
事
業
運
営
に
役
立
て
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

北杜市の学習塾 学杜会さん
「子供たちの学力を育てるだけでなく、
社会に貢献する人間を育てることを目標
にしています。」と話す中山ちひろさん。

「ネットｄｅ記帳」自計支援サービスとは
インターネットに接続できれば、伝票入力や
各種申請書作成がいつでもどこでも行える会
計ソフト「ネット de 記帳」を使用し、会員
の皆様自らが入力した仕訳データ等を商工会
の確認を得ながら記帳できる支援サービス。

２
月
５
日
よ
り

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
が
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
ま
す
!!

個人の白色申告の方で事業や不動産貸付等を行
う全ての方は、平成 26 年 1 月から記帳と帳簿書
類の保存が必要となりました。
・対象となる方

事業所得、不動産所得又は山林所得を生ずべ
き業務を行う全ての方です。
・記帳する内容

取引の年月日、売上先・仕入先その他の相手方
の名称、金額、日々の売上げ・仕入れ・経費の
金額等を帳簿に記載します。

白色申告も記帳が必要です。

詳しくはお近くの商工会へお問い合わせください。

ネ
ッ
ト
de
記
帳
で
の
自
計
支
援
サ
ー
ビ
ス
活
用
事
例

②
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
で
も
安
心

①
無
料
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
も
て
る

③
買
い
物
か
ご
で
ネ
ッ
ト
販
売

２
月
５
日
に
新
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
が
始
動
し
ま
す
。

安
心
し
て
自
分
で
記
帳
デ
ー
タ
を
入
力
し
て
い
ま
す
！
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ご自宅や事務所から，イ

ンターネットによるオン

ラインで登記事項証明書

や印鑑証明書をご請求さ

れますと，手数料がお安

くなります！

種　　　類 金　額

書 面 で 請 求 登記事項証明書 ６００円

オンラインで請求

登記事項証明書�
（送付で受領）

５００円

登記事項証明書�
（窓口交付で受領）

４８０円

書 面 で 請 求 印鑑証明書 ４５０円

オンラインで請求

印鑑証明書�
（送付で受領）

４１０円

印鑑証明書�
（窓口交付で受領）

３９０円

（�※窓口受領に当たっては，請求人本人である

ことを確認するため運転免許証や住民基本台

帳カード等を提供いただくことが必要となり

ます。）

詳しくは，法務局までお問い合わせをお願い

いたします。

◆お問い合わせ先◆

 甲府地方法務局登記部門

【０５５−２５２−７２３１】

法務局から
お得なお知らせです！！

　昨年２月に関東甲信地方を中心に発生し

た大雪により、建築物の被害が多数発生し

ました。この雪害の教訓を踏まえて、事前

の点検・補修をお願いいたします。

○�緩傾斜の鉄骨造屋根の建築物、膜屋根の

建築物、カーポート、アーケード、老朽

化した木造住宅等の所有者におかれまし

ては、点検の上、補修すべき箇所は補修

をお願いいたします。

○�災害時の避難所に指定される体育館等の防

災拠点施設を管理されている方で、積雪荷

重に対して構造耐力上の余裕が少ないと判

断される構築物については、必要に応じて

使用停止等の措置をお願いいたします。

○�今後、各地方気象台等が発表する気象情

報等で簡易な建築物等に係る大雪被害に

対する注意を呼びかける場合があります

ので、ご承知おき願います。

山梨県からのお知らせ

大雪による建築物の被害防止の
対策をお願いします。

『経営改善』に要する費用を補助します
○国では、金融支援を必要とする中小企業者が、認定支援機関の助けを得て経
営改善計画を策定する場合に、費用の3分の2を支援しています。

※認定支援機関：金融機関・公認会計士・税理士・中小企業診断士等の専門家
○当協会においても、事業者負担額の内、2分の1の費用補助を行います。

●補助限度額　　最大50万円    ●取扱機期間  ～平成27年3月31日まで。
●対象中小企業者
・利用申請時点で、当協会の信用保証利用がある方。
・認定支援機関による経営改善策定支援事業を利用し、自ら経営改善を図ろ
うとする方。

●取扱例：経営改善費用300万の場合
　　国：200万円　保証協会：50万円(限度額)　事業者負担額：50万円

※その他、詳細についてはお問い合わせください。

本　　　　店 甲府市飯田２-２-１（山梨県中小企業会館）
 TEL 055-235-9700　FAX 055-232-0160
 フリーダイヤル　0120-970-260
 URL：http://cgc-yamanashi.or.jp
 E-mail：shinpo-yamanashi@rondo.ocn.ne.jp
富士吉田支店 富士吉田市下吉田2-31-14
 TEL 0555-22-0992　FAX 0555-22-0921

無料金融・経営相談について
○当協会では、中小企業診断士・経営アドバイザーによる無料相
談窓口を実施しております。経営改善・設備投資計画・新規開
業などの経営に関するお悩みをお気軽にご相談ください。
※要予約(フリーダイヤル)

●相談日　原則として毎月第1・第3木曜日
●時　　間　16時～18時
●場　　所　本店：甲府市飯田2-2-1 中小企業会館1階
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第５回 「平成２６年分の消費税の計算と納付の注意点」 

税理士　杉本　幹弘

消費
税特
集

　

前
回
の
記
事
か
ら
今
回
の
間
に
、
消
費

税
に
関
し
て
大
き
な
動
き
が
あ
り
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
ご
存
知
の
通
り
、
平
成
二
十
七

年
十
月
一
日
か
ら
税
率
（
地
方
消
費
税
を

含
む
。
以
下
同
じ
。）
が
十
％
に
ア
ッ
プ
す

る
予
定
で
し
た
が
、
景
気
動
向
を
判
断
し

て
延
期
と
な
り
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日

か
ら
と
な
り
ま
し
た
。延
期
さ
れ
た
と
は
い

え
、
確
実
に
十
％
と
な
り
ま
す
の
で
、
残
さ

れ
た
時
間
で
価
格
転
嫁
等
、
昨
年
と
同
様

の
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
今
年
は
、
昨
年
消
費
税
率
が
八
％

に
ア
ッ
プ
し
て
か
ら
初
め
て
の
消
費
税
の

申
告
・
納
付
の
年
で
す
。

　

平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の

取
引
は
税
率
五
％
、
平
成
二
十
六
年
四
月

一
日
以
降
の
取
引
は
税
率
八
％
で
す
。

　

掛
け
取
引
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
入
金

約
定
・
支
払
約
定
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

締
日
が
末
日
で
な
い
場
合
、
平
成
二
十
六

年
四
月
分
の
請
求
書
に
つ
い
て
は
五
％
と

八
％
の
取
引
が
混
在
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
二
十
日
締
め
の
場
合
、
平
成
二
十
六
年

四
月
二
十
日
締
め
の
請
求
書
に
は
、
三
月

二
十
一
日
か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
取

引
に
つ
い
て
は
五
％
、
四
月
一
日
か
ら
四

月
二
十
日
ま
で
の
取
引
に
つ
い
て
は
八
％

と
な
り
ま
す
。（
図
表
1
）

　

ま
た
二
十
日
締
め
で
入
金
約
定
が
翌
々

末
日
と
い
う
場
合
、
入
金
は
平
成
二
十
六

年
四
月
一
日
以
降
で
す
が
、
六
月
三
十
日

ま
で
の
入
金
に
つ
い
て
は
税
率
五
％
の
取

引
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。（
図
表
2
）

　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
支
払
約
定
に
つ
い

て
も
同
様
で
す
。

　　

消
費
税
率
が
ア
ッ
プ
し
た
こ
と
に
よ

り
、
消
費
税
の
納
付
額
も
増
加
す
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
個
人
事
業
主
の
消
費

税
の
申
告
・
納
付
期
限
は
三
月
三
十
一

日
（
そ
の
日
が
土
日
の
場
合
は
翌
日
。
以

下
同
じ
）
で
す
。
原
則
と
し
て
こ
の
期
限

ま
で
に
現
金
で
納
付
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

毎
年
確
定
申
告
の
時
期
に
一
年
分
の
消

費
税
額
を
計
算
し
て
み
て
、
そ
の
納
税
額

に
驚
か
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

消
費
税
の
納
税
額
は
、
売
上
で
預
か
っ

た
消
費
税
か
ら
仕
入
・
経
費
等
で
支
払
っ

た
消
費
税
を
控
除
し
て
計
算
し
ま
す
の

で
、
月
次
で
会
計
処
理
を
し
っ
か
り
行
い
、

そ
の
月
の
消
費
税
額
を
計
算
し
て
、
消
費

税
の
納
税
に
備
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

そ
れ
と
同
時
に
通
常
の
事
業
資
金
の

通
帳
と
は
別
に
納
税
資
金
用
の
通
帳
を

作
り
、
月
次
で
計
算
し
た
消
費
税
額
分
の

資
金
移
動
し
て
お
く
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。
事
業
用
資
金
と
し
て
使
っ
て
い
い

お
金
と
納
税
用
に
と
っ
て
お
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
お
金
と
に
色
を
つ
け
る
の

で
す
。

　

前
述
の
通
り
、
消
費
税
は
納
付
期
限
ま

で
に
現
金
で
納
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
が
、
個
人
事
業
主
に
つ
い
て
は
、
一
定

の
手
続
き
を
す
る
こ
と
に
よ
り
振
替
納

税
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
振
替

日
は
そ
の
年
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、

参
考
ま
で
に
平
成
二
十
六
年
分
の
消
費

税
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
二
十
三
日
に

指
定
の
預
金
口
座
か
ら
振
り
替
え
ら
れ

ま
す
。
振
替
納
税
を
利
用
す
る
と
、
金
融

機
関
又
は
税
務
署
に
出
向
か
な
く
て
も

自
動
的
に
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
便
利
で
す
。

　

た
だ
し
、
振
替
日
に
お
け
る
指
定
の
預

金
口
座
の
残
高
に
注
意
が
必
要
で
す
。
振

替
納
税
を
利
用
し
て
い
る
方
で
、
残
高
不

足
に
よ
り
振
替
日
に
振
替
え
ら
れ
な
か
っ

た
場
合
に
は
、法
定
納
期
限
（
三
月
三
十
一

日
）
の
翌
日
か
ら
実
際
に
納
付
し
た
日
ま

で
の
延
滞
税
が
か
か
り
ま
す
。
振
替
日
か

ら
実
際
に
納
付
し
た
日
ま
で
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

一
、
入
金
・
支
払
約
定
に
注
意
！

二
、
納
税
資
金
の
準
備

三
、
振
替
納
税
の
利
用
推
進
及
び
注
意
点

H26.3.21 H26.3.31 H26.4.1 H26.4.20

締日

入金約定が２０日締・翌々月末入金の場合 図表１図表２

5％ 8％
締日

H26.2.20
5％

締日
H26.3.20

5％

入金日
H26.4.30

入金日
H26.5.31

入金日
H26.6.30

H26.4.1

締日
H26.4.20

（H26.3.21〜26.3.31）5％
（H26.4.１〜26.4.20）8％
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機関紙「商工会やまなし」に関する
アンケートにご協力下さい。

山梨県商工会連合会機関紙

検索キーワード

機関紙「商工会やまなし」について商工会会員の

皆様からご意見・ご感想をお待ちしております。

今後の参考とさせていただきます。

＊アンケート回答サイト

経営・資金繰り・消費税転嫁対策などでお困りの事は
ございませんか？

○法律、経営に関する相談	 【専門相談員】弁護士、中小企業診断士
○消費税、税務に関する相談	【専門相談員】税理士
○知的財産に関する相談	 【専門相談員】知的財産アドバイザー
○時　間	 午後１時３０分〜午後４時

今後の開催予定（お申し込みはお近くの商工会へ）

開　催　日 会　　　場

３月１８日（水） 甲斐市商工会

「経営なんでも相談室」 開設の

お知らせ

今なら団体割引 17.5 ％!!

小規模企業景況調査

製造業

建設業

小売業

サービス業

上 昇

上 昇 上 昇

上 昇

表示
好　調 やや好調 普　通 やや不振 不　振

-24.3-19.0 -18.9

20.0～ 0.0～19.9 -0.1～-19.9 -20.0～-39.9 -40.0～Ｄ Ｉ

　この調査は、県内１９商工会地域の製造業、建設業、小売業、サ
ービス業の４業種１６５社の小規模企業を対象に、売上額や資金繰
りなどの前年同期や前期と比較しての状況や直面している経営

上の問題点など小規模会員事業所の景気動向を把握するため、

四半期ごとに調査した結果である。

＝ 平成２６年１０月～１２月期 ＝
　製造業の売上額ＤＩは、前期マイナス16.3からマイナス
19.0に下降した。
　建設業の完成工事額ＤＩは、前期8.0から4.0に下降した。
　小売業の売上額ＤＩは、前期同様マイナス38.0である。
　サービス業の売上額ＤＩは、前期マイナス39.7からマイナ
ス34.0に上昇した。

《主な経営上の問題点》
需要の停滞（20.6％）、生産設備の不足・老朽化（17.6%）

《売上額》 《採　算》 《資金繰り》

-26.0-38.0 -42.0
《主な経営上の問題点》
大型店・中型店の進出による競争の激化（27.1%）、消費者ニー
ズの変化（18.7%）

《売上額》 《採　算》 《資金繰り》

0.04.0 -12.0
《主な経営上の問題点》
民間需要の停滞（20.8%）、材料価格の上昇（16.7%）

（※）ＤＩとは、ディフュージョン・インデックス（景気動向指数）の略で、各調査項目につ
いて「増加」・「好転」したなどとする企業割合から「減少」・「悪化」したなどとする
企業割合を差し引いた値のこと。

《完成工事額》 《採　算》 《資金繰り》

-34.0 -47.1 -32.7
《主な経営上の問題点》
利用者ニーズの変化（20.5％）、需要の停滞（18.2％）

《売上額》 《採　算》 《資金繰り》

下 降 下 降 下 降

下 降 下 降 横 ば い

横 ば い

横 ば い
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　昔、道志村でお米が少ない時に食べられていた料理。女
性部が作る「だんご汁」は、小麦粉の団子を使い、野菜やキ
ノコ、鶏肉を醤油ベースのスープで煮込んだ冬の寒い時期
にピッタリな汁物。団子が入っているため、一杯で満腹感
が得られる。本料理も平成２５年度の名物料理コンテスト

（Ｄー１グランプリ）にてグランプリ料理に輝いた。

　道志村で代々受け継がれている料理。名称の由来は、「や
さいめし」が訛って「やしゃーめし」となった。女性部が作
る「やしゃー飯」は、もち米に野菜やキノコ、鶏肉などを混
ぜて炊きこみ、それをおにぎりにしている。もち米を使用
しているため、少量でも満腹感がある。地元の名物料理コ
ンテスト（Ｄー１グランプリ）でも好評を得て、平成２４年
度のグランプリ料理に輝いた。

※�平成２６年度は、Ｄー１グランプリにて「だんご汁」を提供し、好評を得た。
但し、ルールにより、２年連続優勝のため、エントリー対象外のオープン参加。

道志村商工会

道志村商工会女性部が
提供する名物料理

平
成
24
年
度
グ
ラ
ン
プ
リ

平
成
25
年
度
グ
ラ
ン
プ
リ

クチコミ情報
　南アルプス市の「瓦屋」さんは手づくり和菓子店。ご

主人の澤登さんのお父さんが瓦職人だったことから

「瓦屋」と名付けたとのこと。

　お店に入ると、あまいあんこの香りとあざやかな和

菓子がずらりと並ぶ。「昔から和菓子は人の一生に関

わりがあるのですよ。」と奥様。紅白餅、柏餅、月見団

子など、季節ごと、人生の節目に、さりげなく、和の心

を伝えます。

　品数は４０〜５０種類、今が一番種類の多い時期で、

「いちご豆大福」「草餅」など、まさに旬の和菓子が勢ぞ

ろい。特にあんこは、生の小豆から作り上げている手作

りの逸品！餅に合わせてあんこを作っていて、商品そ

れぞれの美味しさを引き出しています。無添加にこだ

わり、１つ１つ手作りで季節の味をお届けしています。

　また、お店は季節ごとに飾りを替えるなど華やかに

装飾されていて、訪れ

るお客様を暖かく迎

え入れていました。

（調査員ｍ）

しあわせ
調査員の

瓦　屋
住　　所：〒 400-0306 山梨県南アルプス市小笠原１６０３
Ｔ Ｅ Ｌ：０５５-２８４-２１００　ＦＡＸ：０５５-２８４-２７５０
営業時間：９：００〜１９：００
定 休 日：毎週月曜日
Ｈ　　Ｐ：http://www.navi-city.com/iine/kawaraya

やしゃー飯

だんご汁

アクサ生命は、商工会のパートナーとして
会員事業所の皆様の福利厚生の充実を

お手伝いしています。

【勤 務 地】　韮崎市  笛吹市  大月市　　  【給 与】  15 万・18 万・２１万・２４万＋諸手当
【業務内容】　主に商工会共済・福祉制度を通じた保険加入等の営業推進業務を行っ

ていただきます。
【勤務時間】　育児短時間勤務ＡＭ９：１５～ＰＭ４：１５（中学校就学前の子を養育）
　　　　　　通常勤務ＡＭ９：１５～ＰＭ５：００（休憩６０分）

応募方法　会社説明を実施しますのでTEL（055-226-5075）にて予約願います。

私たちと一緒に仕事をしませんか？

保険を「再定義」する
アクサの医療保険シリーズ

甲府支社  〒400-0858 甲府市相生 2-2-17  TEL 055-226-5075
あしたも、そのさきの未来も、あなたに笑っていてほしいから。保険のご相談は、アクサ生命へ。

7777NoNo

お
店
の
様
子
の
動
画


